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柔
軟
な
肥
料
生
産
推
進
へ

公
定
規
格
の
改
正
等

改
正
肥
料
法
の
一
部
12
月
施
行

政
府
は
令
和
元
年
12
月
、
土
づ
く
り
に
役
立
つ
堆
肥
や
産
業
副
産
物
の
活
用
と
と
も
に
、
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
柔
軟
な
肥
料
生
産
等
が
進
む
よ
う
、
「
肥
料
取
締
法
」
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
、
名
称
も
「
肥
料
の
品
質

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
改
正
肥
料
法
）
に
改
め
公
布
・
施
行
し
た
。
そ
の
改
正
肥
料
法
に
基
づ
き
、

令
和
２
年
12
月
１
日
に
肥
料
の
配
合
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
保
証
票
の
表
示
ル
ー
ル
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
、
今
年
12

月
１
日
か
ら
は
普
通
肥
料
の
公
定
規
格
の
改
正
や
肥
料
の
原
料
管
理
制
度
の
導
入
等
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

改
正
肥
料
法
の
う
ち
、
令

和
２
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

の
は
、
①
新
た
な
肥
料
の
配

合
ル
ー
ル
②
表
示
ル
ー
ル
の

見
直
し
―
の
２
つ
。

新
た
な
肥
料
の
配
合
ル
ー

ル
で
は
、
指
定
混
合
肥
料
制

度
が
導
入
さ
れ
、こ
れ
ま
で
、

登
録
済
み
の
肥
料
の
み
を
配

合
し
た
肥
料
は
、
指
定
配
合

肥
料
と
し
て
届
出
制
で
生
産

が
可
能
だ
っ
た
が
、
制
度
導

入
に
よ
り
、
造
粒
等
の
加
工

を
行
っ
た
も
の
や
特
殊
肥
料

を
配
合
し
た
肥
料
、
土
壌
改

良
資
材
を
配
合
し
た
肥
料
に

つ
い
て
も
、
届
出
で
生
産
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
表
示
ル
ー
ル
の
見

直
し
で
は
、
保
証
票
の
表
示

に
つ
い
て
、
一
部
簡
素
化
が

可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
多
少
の
原
料
使
用
量
等

の
変
動
が
あ
っ
て
も
、
保
証

票
の
印
刷
を
変
え
な
く
て
も

良
い
場
合
が
あ
り
、
肥
料
製

造
の
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ

れ
る
。

一
方
、
令
和
３
年
12
月
に

施
行
さ
れ
る
の
は
、
①
公
定

規
格
の
改
正
②
表
示
ル
ー
ル

の
見
直
し
③
原
料
帳
簿
の
備

農家ニーズに応じた新たな肥料の生産・利用に繋げる

規格の統合・新設が行われた

付
け
④
虚
偽
宣
伝
等
の
禁
止

―
の
４
つ
。

こ
の
う
ち
、
「
公
定
規
格

の
改
正
」
に
つ
い
て
、
内
容

を
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。

統
合
さ
れ
た
規
格
は
、
現

行
の
副
産
系
肥
料
（
副
産
窒

素
肥
料
、
副
産
り
ん
酸
肥
料

等
）
が
新
規
格
の
「
副
産
肥

料
」、
液
状
系
肥
料
（
液
状

窒
素
肥
料
、
液
体
り
ん
酸
肥

料
等
）
が
「
液
状
肥
料
」、

下
水
汚
泥
肥
料
、
し
尿
汚
泥

肥
料
、
汚
泥
発
酵
肥
料
等
が

「
汚
泥
肥
料
」、
熔
成
汚
泥

灰
け
い
酸
り
ん
肥
と
熔
成
け

い
酸
り
ん
肥
が
「
熔
成
け
い

酸
り
ん
肥
」、
熔
成
汚
泥
灰

複
合
肥
料
と
熔
成
複
合
肥
料

が
「
熔
成
複
合
肥
料
」
と
な

っ
た
。
一
方
、
食
品
工
業
汚

泥
等
の
有
害
物
質
含
有
リ
ス

ク
が
低
い
汚
泥
が
原
料
の
肥

料
は
、
主
成
分
保
証
が
可
能

な
規
格
と
し
て「
菌
体
肥
料
」

を
新
設
し
た
。

な
お
、
規
格
が
見
直
さ
れ

た
こ
と
で
、
植
害
試
験
を
要

す
る
肥
料
の
種
類
名
を
一
部

変
更
。
対
象
は
、
熔
成
け
い

酸
り
ん
肥
、乾
燥
菌
体
肥
料
、

菌
体
肥
料
、
副
産
肥
料
、
熔

成
複
合
肥
料
、
汚
泥
肥
料
、

水
産
副
産
物
発
酵
肥
料
、
硫

黄
及
び
そ
の
化
合
物
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
農
水
大

臣
指
定
の
場
合
を
除
く
。

ま
た
、
原
料
規
格
の
新
設

で
は
、
副
産
系
肥
料
や
汚
泥

肥
料
等
は
、
こ
れ
ま
で
使
用

可
能
な
原
料
を
個
別
に
判
断

し
て
い
た
が
、
今
後
は
、
使

用
で
き
る
原
料
の
種
類
や
原

料
の
条
件
に
つ
い
て
原
料
規

格
を
設
定
し
、
生
産
業
者
・

輸
入
業
者
は
原
料
規
格
に
基

づ
き
原
料
管
理
を
行
う
こ
と

を
義
務
付
け
た
。
対
象
は
副

産
肥
料
、
汚
泥
肥
料
、
菌
体

肥
料
な
ど
。
原
料
規
格
の
内

容
は
、「
原
料
の
種
類
」「
原

料
の
条
件
」。
原
料
の
種
類

は
植
物
由
来
物
質
、
動
物
由

来
物
質
な
ど
。
原
料
の
条
件

（
植
物
由
来
物
質
の
場
合
の

例
）
は
、
「
食
料
品
、
飲
料

又
は
飼
料
の
製
造
副
産
物
」

「
で
ん
粉
製
造
副
産
物
」
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。施

肥
用
作
業
機
45
億
円

ブ
ロ
キ
ャ
ス
は
15
億
3965
万
円

日農工作業機出荷

ブロードキャスタは3.3％増の15億3965万円

重
量
物
で
あ
る
肥
料
を
省

力
的
に
散
布
す
る
た
め
に

は
、
各
種
農
業
機
械
、
作
業

機
の
存
在
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

ま
た
、
近
年

は
１
つ
の
ほ

場
内
で
も
地

力
が
異
な
る

こ
と
が
土
壌

診
断
な
ど
で

定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と

が
可
能
と
な

り
、
基
肥
や

追
肥
時
に
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
な

な
お
、
原
料
規
格
の
新
設

に
伴
い
、
要
植
害
確
認
原
料

を
使
用
す
る
場
合
、
原
料
段

階
に
お
け
る
安
全
性
を
確
認

す
る
た
め
、
当
該
原
料
で
の

植
害
試
験
を
義
務
付
け
た
。

ま
た
、
保
証
成
分
の
範
囲

の
拡
大
で
は
、
混
合
系
肥
料

（
化
成
肥
料
、配
合
肥
料
等
）

は
、
石
灰
、
硫
黄
分
も
保
証

可
能
。
有
機
質
肥
料
は
、
ほ

う
素
、
マ
ン
ガ
ン
等
の
微
量

成
分
も
保
証
可
能
。
保
証
成

分
の
最
小
量
の
引
き
下
げ
で

は
、
「
硫
酸
加
里
苦
土
肥
料

の
水
溶
性
加
里
」
が
16
・
０

％
か
ら
12
・
０
％
、
「
な
た

ね
油
か
す
肥
料
の
り
ん
酸
全

量
」
が
２
・
０
％
か
ら
１
・

９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ど
を
使
っ
た
可
変
施
肥
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
層

機
械
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。
肥
料
散
布
機
を
含
め
、

土
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
作
業
機
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
日

本
農
業
機
械
工
業
会
が
毎
年

取
り
ま
と
め
て
い
る
作
業
機

の
生
産
・
出
荷
・
輸
出
入
実

績（
令
和
２
年
１
～
12
月
分
）

か
ら
み
て
い
き
た
い
。

作
業
機
全
体
の
出
荷
実
績

は
国
内
向
け
、
輸
出
向
け
合

計
で
４
０
４
億
６
０
７
２
万

円
で
、
対
前
年
比
２
・
９
％

の
減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
国
内
向
け
は
同
２
・
８

％
減
の
３
７
９
億
５
６
７
４

万
円
、
輸
出
向
け
は
同
３
・

９
％
減
の
25
億
４
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
輸

入
実
績
を
含
め
た
国
内
向
出

荷
実
績
で
は
、
同
３
・
３
％

減
の
４
５
９
億
５
１
０
０
万

円
だ
っ
た
。

国
内
向
出
荷
実
績
を
施
肥

用
作
業
機
に
絞
っ
て
み
て
み

た
い
。
合
計
で
は
、
台
数
が

同
１
・
８
％
減
の
１
万
１
１

１
５
台
、
金
額
で
は
同
３
・

７
％
増
の
45
億
２
４
２
２
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

機
種
ご
と
で
は
、
ブ
ロ
ー

ド
キ
ャ
ス
タ
は
台
数
が
同
２

・
２
％
減
の
６
１
１
３
台
、

金
額
が
同
３
・
３
％
増
の
15

億
３
９
６
５
万
円
。
有
機
肥

料
散
布
機
は
台
数
が
同
３
・

８
％
増
の
５
２
０
台
、
金
額

が
同
10
・
２
％
増
の
１
億
６

５
７
７
万
円
。
ラ
イ
ム
ソ
ア

（
３
Ｐ
牽
引
、
フ
ロ
ン
ト
装

着
）
は
台
数
が
同
５
・
６
％

減
の
３
０
８
０
台
、
金
額
が

同
０
・
５
％
減
の
５
億
５
８

９
４
万
円
。
２
ｔ
以
下
の
マ

ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
は
台
数
が

同
18
・
１
％
増
６
１
４
台
、

金
額
が
同
４
・
５
％
増
３
億

５
８
９
４
万
円
。
２
ｔ
以
上

の
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
は
台

数
が
同
０
・
５
％
増
６
１
１

台
、
金
額
が
同
４
・
５
％
増

13
億
６
１
６
８
万
円
。
ふ
ん

尿
散
布
機
（
バ
キ
ュ
ー
ム
カ

ー
、ス
ラ
リ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
、

ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
）

は
台
数
が
同
３
・
３
％
減
１

７
７
台
、
金
額
が
同
４
・
９

％
増
５
億
３
９
２
５
万
円
。

ま
た
、
自
走
式
の
マ
ニ
ア

ス
プ
レ
ッ
ダ
・
肥
料
散
布
機

の
国
内
向
出
荷
実
績
は
、
台

数
が
同
31
・
０
％
増
の
８
７

８
台
、
金
額
が
同
０
・
９
％

増
の
８
億
１
３
０
７
万
円
。

低
収
量
対
策
で
診
断

土
づ
く
り
に
関
す
る
調
査

農水省
別
掲
の
通
り
、
農
業
生
産

に
お
い
て
、
高
品
質
・
高
収

量
を
実
現
す
る
た
め
に
は

「
土
づ
く
り
」
が
重
要
だ
。

生
産
現
場
に
お
け
る
土
壌
診

断
の
実
施
状
況
把
握
の
た

め
、農
水
省
が
実
施
し
た「
土

づ
く
り
に
関
す
る
調
査
結

果
」
を
み
て
い
き
た
い
。
調

査
対
象
は
、
①
生
産
者
と
し

て
全
国
土
の
会
会
員
②
日
本

土
壌
協
会
の
土
壌
医
一
級
の

資
格
を
有
し
、
土
壌
診
断
を

実
施
し
て
い
る
土
壌
医
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
生
産
者

の
土
壌
診
断
の
頻
度
は
、
７

割
以
上
の
者
が
毎
年
度
実
施

し
て
お
り
、
特
に
、
施
設
野

菜
生
産
者
で
は
９
割
以
上
の

者
が
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
。

一
方
、
土
壌
医
が
受
け
る

土
壌
診
断
の
依
頼
は
、
具
体

的
な
課
題
を
も
っ
て
依
頼
す

る
者
か
ら
が
６
割
。
「
収
量

が
低
い
」
「
発
病
」
な
ど
対

策
の
た
め
の
診
断
が
半
数
弱

で
、
予
防
的
な
診
断
の
依
頼

は
２
割
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
分
析
項
目
の
選
定
は
、

定
型
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
項
目

が
６
割
弱
だ
が
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
設
定
す
る
場
合
も

４
割
程
度
存
在
す
る
。

ま
た
、
分
析
診
断
項
目
に

つ
い
て
、
土
壌
医
が
実
施
す

る
定
型
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
生
産
者

か
ら
指
定
さ
れ
る
分
析
項
目

の
い
ず
れ
も
、ｐ
Ｈ
、Ｅ
Ｃ
、

有
効
態
リ
ン
酸
、
交
換
性
塩

基
が
上
位
を
占
め
、Ｃ
Ｅ
Ｃ
、

可
給
態
窒
素
が
こ
れ
に
続

き
、
こ
れ
ら
が
化
学
的
な
分

析
項
目
と
し
て
一
般
的
と
考

え
ら
れ
る
。

更
に
、
生
産
者
が
実
施
し

て
い
る
化
学
性
や
施
肥
の
改

善
手
法
は
、
肥
料
の
種
類
の

変
更
、
た
い
肥
の
施
用
、
苦

土
肥
料
の
施
用
、
緑
肥
作
物

の
導
入
、
石
灰
質
資
材
の
施

用
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
半

数
以
上
の
者
が
こ
れ
ら
の
改

善
手
法
を
実
践
し
て
い
る
。

肥
料
メ
ー
カ
ー
の
朝
日
ア
グ
リ
ア
（
村
上
政
徳
社
長
）
は
、
昨
年
の
肥
料
法
改
正
で
規
格
が
新
設
さ
れ
た
「
指
定

混
合
肥
料
」
の
第
一
弾
商
品
を
上
市
。
水
稲
向
け
総
合
土
壌
改
良
資
材
「
稲
サ
ポ
」
と
園
芸
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
肥
料

「
農
家
想
い
４
５
４
」
は
、
い
ず
れ
も
牛
ふ
ん
堆
肥
入
り
で
使
用
割
合
は
約
30
％
、
約
20
％（
乾
物
換
算
値
）。
ペ
レ

ッ
ト
状
に
粒
状
加
工
す
る
こ
と
で
広
域
流
通
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
「
エ
コ
レ
ッ
ト
」
な
ど
の
粒
状
有
機
肥
料
販
売

シ
ェ
ア
で
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
同
社
な
ら
で
は
の
造
粒
技
術
を
活
用
し
た
。関
東
工
場
で
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

朝
日
ア
グ
リ
ア
＝
東
京
都

豊
島
区
東
池
袋
＝
の
肥
料
工

場
は
、
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
に
あ
る
関
東
工
場
と
、
昨

年
８
月
に
訪
問
し
た
千
葉
工

場
（
千
葉
県
旭
市
）、
そ
し

て
関
西
工
場
（
滋
賀
県
甲
賀

市
）
の
３
拠
点
。
関
東
工
場

は
、
球
形
の
化
成
肥
料
と
円

柱
形
の
ペ
レ
ッ
ト
の
主
力
工

場
だ
。

理
事
で
肥
料
開
発
担
当
の

浅
野
智
孝
氏
と
営
業
統
括
部

堆
肥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
部

長
の
木
村
享
氏
が
応
対
し
て

く
れ
た
。
昨
年
８
月
に
同
社

独
自
の
ア
グ
レ
ッ
ト（
球
形
）

を
生
産
す
る
千
葉
工
場
を
訪

問
し
た
時
は
12
月
の
肥
料
法

改
正
（
施
行
）
を
目
前
に
控

え
、
今
ま
で
は
基
準
が
厳
し

く
、
肥
料
原
料
と
し
て
は
使

い
づ
ら
か
っ
た
牛
ふ
ん
堆
肥

を
積
極
活
用
し
た
新
た
な
肥

料
の
市
販
化
を
考
え
て
い
る

と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
ま
さ

に
「
稲
サ
ポ
」
「
農
家
想
い

４
５
４
」
は
待
望
の
新
商
品

と
な
る
。
「
稲
サ
ポ
」
は
水

田
の
地
力
向
上
に
特
化
し
、

稲
の
生
育
に
不
可
欠
な
ケ
イ

酸
・
マ
ン
ガ
ン
を
加
え
て
、

燐
酸
・
加
里
を
強
化
し
た
水

稲
向
け
総
合
土
壌
改
良
資

材
。
水
稲
の
生
育
を
強
力
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
「
農
家
想
い

の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て

は
、
国
内
未
利
用
資
源
と
し

て
畜
産
廃
棄
物
の
中
で
最
も

発
生
量
の
多
い
牛
ふ
ん
堆
肥

を
有
効
活
用
す
る
意
義
は
益

々
高
ま
っ
て
い
る
。
畜
産
の

競
争
力
強
化
に
と
っ
て
も
牛

ふ
ん
堆
肥
を
「
金
肥
」
に
代

え
る
耕
畜
連
携
へ
の
発
想
の

転
換
は
必
要
不
可
欠
な
課
題

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
中
で
「
指
定
混

合
肥
料
が
突
破
口
の
一
つ
に

な
る
と
思
う
」と
木
村
部
長
。

そ
の
先
陣
を
切
っ
て
、
牛
ふ

ん
堆
肥
を
使
用
し
た
新
商
品

を
上
市
し
た
わ
け
だ
が
、
他

の
肥
料
メ
ー
カ
ー
は
様
子
見

の
と
こ
ろ
が
多
い
。
指
定
混

合
肥
料
へ
の
参
入
は
あ
り
そ

う
だ
が
牛
ふ
ん
堆
肥
の
積
極

活
用
に
は
及
び
腰
な
の
も
現

実
だ
。

そ
の
辺
り
を
浅
野
氏
に
聞

く
と
「
堆
肥
の
造
粒
技
術
や

環
境
対
策
で
対
応
で
き
る
肥

料
メ
ー
カ
ー
は
少
な
い
こ
と

が
要
因
だ
ろ
う
。
特
に
堆

肥
品
質
と
い
う
観
点
で
い

え
ば
、
牛
ふ
ん
堆
肥
は
敷

料
の
木
質
成
分
が
多
く
含

ま
れ
る
た
め
水
分
率
を
高

く
維
持
し
て
発
酵
促
進
さ

せ
な
い
と
熟
度
が
進
ま
な

い
。
結
果
と
し
て
水
分
率

が
全
国
平
均
で
も
50
％
と

高
く
、
粒
状
加
工
す
る
の

に
適
し
た
30
～
40
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
の
が

利
用
拡
大
の
ネ
ッ
ク
要

因
」
と
語
る
。

そ
う
し
た
中
で
ペ
レ
ッ

ト
状
に
粒
状
加
工
し
て
広

域
流
通
で
き
る
今
回
の
新

商
品
は
画
期
的
と
い
え

る
。
肥
料
成
分
を
堆
肥
と

混
ぜ
て
粒
状
化
す
る
こ
と

で
、
溶
脱
抑
制
効
果
な
ど

に
よ
り
肥
効
が
高
ま
る
。

ま
た
、
一
般
的
な
施
肥
機

で
散
布
す
る
こ
と
が
可
能

で
散
布
ム
ラ
が
少
な
く
少

量
施
用
で
済
む
。
省
力
化

を
図
る
耕
種
農
家
の
強
い

味
方
と
な
る
だ
ろ
う
。

国
際
農
研
は
８
月
31

日
、
国
際
コ
ム
ギ
・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
改
良
セ
ン
タ

ー
、
バ
ス
ク
大
学
、
日
本

大
学
生
物
資
源
科
学
部
と

共
同
で
、
窒
素
肥
料
の
量

を
減
ら
し
て
も
高
い
生
産

性
を
示
す
生
物
的
硝
化
抑

制
（
Ｂ
Ｎ
Ｉ
）
強
化
コ
ム

ギ
の
開
発
に
成
功
し
た
と

発
表
し
た
。

開
発
し
た
Ｂ
Ｎ
Ｉ
コ
ム

ギ
は
、
高
い
Ｂ
Ｎ
Ｉ
能
を

持
つ
野
生
コ
ム
ギ
近
縁
種

で
あ
る
オ
オ
ハ
マ
ニ
ン
ニ

ク
の
属
間
交
配
に
よ
り
、

多
収
品
種
に
Ｂ
Ｎ
Ｉ
能
を

付
与
し
た
系
統
で
あ
る
。

こ
の
過
程
で
、
オ
オ
ハ
マ

ニ
ン
ニ
ク
の
持
つ
Ｂ
Ｎ
Ｉ

能
を
制
御
す
る
染
色
体
領

域
を
特
定
し
、
交
配
に
よ

る
Ｂ
Ｎ
Ｉ
能
の
導
入
を
可

能
と
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
Ｎ
Ｉ
強
化
コ

ム
ギ
は
、
土
壌
中
の
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
の
硝
化
を
遅
ら

せ
る
こ
と
で
、
土
壌
の
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
濃
度
を
向
上

さ
せ
、
低
窒
素
環
境
で
も

コ
ム
ギ
の
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。な
お
、

同
研
究
は
、農
水
省
の「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
に
も
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

同
研
究
の
成
果
に
よ

り
、
世
界
の
約
２
億
２
５

０
０
万
ha
も
の
コ
ム
ギ
生

産
地
域
に
向
け
、
様
々
な

コ
ム
ギ
品
種
に
オ
オ
ハ
マ

ニ
ン
ニ
ク
由
来
の
Ｂ
Ｎ
Ｉ

能
を
付
加
す
る
こ
と
で
、

硝
化
に
よ
る
農
地
か
ら
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
や
水

質
汚
染
を
低
減
し
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、

地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

高
生
産
性
の
コ
ム
ギ
開
発

４
５
４
」
は

一
般
的
な
園

芸
作
物
の
栽

培
に
必
要
な

堆
肥
・
腐
植

酸
、
苦
土
石

灰
、
Ｎ
Ｐ
Ｋ

化
成
、
微
量

要
素
を
一
度

に
補
え
る
オ

ー
ル
イ
ン
ワ

ン
肥
料
だ
。

肥
料
原
料

牛ふん堆肥を粒状加工
先陣切って指定混合肥料銘柄

朝
日
ア
グ
リ
ア

左から、浅野理事と木村肥料プロジェクト担当部長

ペレット堆肥（農家想い）




